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 FOREIGN BODY IN THE KIDNEY : REPORT OF A CASE

Inbou KYOKU, Toshiro FUKATANI, Shu YASUKAWA, Hideo AOSHI, 

Atuyuki HIRANO, Takahiro KOMURA and Toshiki YAMAUCHI 

From the Department of Urology, Wakayama Medical College 

(Director : Prof. T. Ohkawa)

   A 49-year-old man was admitted with the suspicion of renal foreign body. A fragment of wire 
rope was penetrated from his right lumbar region while working. Drip infusion pyelography and 
computed tomography films revealed a linear metallic object in the region of the right kidney. 
The foreign body was successfully extracted from the right renal parenchyma. The 38 cases of 
foreign bodies in the upper urinary tract including 12 in the renal parenchyma found in the 
literature are reviewed. 

                                                    (Acta Urol. Jpn. 34: 1795-1798, 1988)
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緒 言

膀胱あるいは尿道内の異物は日常の泌尿器科診療の

場で時に経験されるが,上 部尿路異物は比較的稀な疾

患であり,特 に異物が腎実質内に存在する症例はさら

に稀で本邦ではこれまでにll例 を数えるにすぎない.

最近,わ れわれは就業中の事故により針金が腎実質内

にまで刺入した症例を,早 期に診断 摘出 し得たの

で,こ こにその詳細を記載する.

症

患老:49歳,男 性

職業:ワ イヤ ー ローブ製 造 業

初診=1986年8月28日

主訴=腰 部 へ の異 物 刺入

家族 歴:特 記 す べ きこ とな し

例

既往歴:34歳 時,右 大腿 部 に ワイ ヤ ー ロー ブ の破 片

刺 入.摘 出不 能 で あ った.36歳 と37歳 時,就 業 中 の事

故に よ り左 第3指 切 断,左 前 額 外 傷 お よび 左肋 骨骨

折.

現 病歴:1986年8月21日,就 業 中,高 速 回 転中 の ワイ

ヤー ロー ブが断 裂 し,そ の破 片 が 左肘 部お よび 左 腰 部

に刺 入 した.近 医 に て 左 肘部 の 破 片は 摘 出 され た が,

左腰 部 の もの に つい て は摘 出 不能 で あ った た め,当 院

整形 外 科 に紹 介 され,精 査 の結 果,腎 実 質 に まで達 し

て い る こ とがわ か り,8月28日 当科 へ紹 介 され た.

現 症'体 格 中等 度.栄 養 状 態 良 好.血 圧i40/so

mmHg,脈 拍65/分,整 左肘 部 お よび 左 背部 に 手 術

痕 があ る他に 理 学的 異 常 所 見を 認 め ず.肝 ・脾 お よび

両側 腎 は 触知 しなか った.そ の他腹 部に 異 常所 見 を 認

めず.

入 院時 検 査 成績:血 沈12mm/hr,24mm/2hrs,

血 液 像RBC447x10<mm3,Hb15.1g/dl,Ht44.1%,

WBC6,400/mm3,Platelet23.5x104/mm3,GOT

19U/1,GPT12U/1,AIP144U/1,LDH278U/1,

TP6.5g/dl,Alb3.6g/dl,BUNIlmg/dl,CrO.9

mg/dl,Na140mEq/1,K3.8mEq/1,

尿所 見:pH6.0,蛋 白(一),糖(一),尿 沈査 所 見

RBC(一),WBC(一),細 菌(一).

X線 学 的 検査=術 前 のDIP像 で は,第1腰 椎 下 縁

の高 さで,左 腎 部 に一 致 して,長 さllmm,太 さl

mmの 針状 陰 影 が認 め られ た が,両 側 腎孟 腎 杯 お よび

尿管 像 に は異 常 は 認 め られ なか った(Figl).腹 部

CTで は 前述 の針 状 陰影 は左 腎 内側 の 腎実 質 内 に認 め

られ た(Fig2).

以 上 の病 歴 な らび に 検査 所 見 よ り左腎実 質 内異物 と
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Fig.3.摘 出標 本:主 は摘 出 した針 金 で あ り,右 は製

造 され てい る針金 で あ る.

尿路の異物の大部分は膀胱をは じめとする下部尿路

にみられ,上 部尿路の異物すなわち腎,尿 管異物は非

常に稀である.著 老らが調ぺ得たかぎりでは,本 邦で

は,近 藤 らDが25例 を集計しているが,そ の集計以外

に2例2β)の 報告がすでにみられてお り,そ の後自験

例を含め11例4-1?)を加z38例 となるものと思われる。

上部尿路の異物で特に問題とされるのは異物の種類

とその侵入経路である.報 告されている侵入経路とし

ては,1)経 皮的刺入によるもの,2)手 術 ・検査な

ど医療行為に伴 うもの,3)経 尿道的に上行性に迷入

したもの,4)誤 嚥 した異物が腸管を穿通して迷入す

るものの4つ の経路に大別される.自 験例を含む38例

について上部尿路異物の種類とその侵入経路を示すと

Tablelの ごとくになる.経 皮的刺入によるものが

16例と最も多く,巾 でも東洋医学独自の鍼治療に使用

される鍼針が】o例みられ,本 邦における上部尿路異物

の特徴ともいえる.他 方Bretlandら14)に よる欧米の

報告で最も多い異物である弾丸や爆発物は,本 邦では

3例 のみと少なく,か つこれらはいずれも戦時中にみ

られたものであり,社 会的環境の違いが現れているも

のと考えられる.

Tablcl.本 邦上部尿路異物の種類と侵入経路

経 皮 的 手 術 腸管より 上 行 性 不 明 計
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診断し,1986年8月29日,全 麻下に腰部斜切開にて,

左腎異物摘出術を施行した.

手術所見:腎 周囲組織には著変はみられず,腎 後面

の刺入部位は判然としなかったが,腎 内側の被膜下に

異物の存在を触知することができたので,こ の部に切

開を加え,異 物のみを摘出した.

摘 出標本:異 物の表面は若干腐食してお り,長 さ13

mm,太 さlmmの いわゆる針金であり,ワ イヤー

ロープの製造に用いていたものと一致した(Fig3)。

術後経過:術 後経過は良好で術後11日 目に略治退院

医療行為に伴 うものでは,縫 合糸9例,カ テーテル

・チューブ類が3例 報告されてお り,縫 合糸の種類と

しては絹糸が5例 と多く,そ の他はナイロン糸,血 管

縫合糸であり,す べて非吸収性縫合糸である.ま た,

異物を核とした結石発生までの期間は最短で9ヵ 月,

最長で約7年 との報告がみられている.

次に腸管より迷入した異物の例として,本 邦では稲

井ら15)が,誤 嚥した縫針が4年 後に腎異物となった例

を報告して以来,現 在まで3例 のみであり,い ずれも

右側にみられている.一 方,欧 米では腸管からの迷入
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Table2,腎 実質内異物本邦報告例

症例 年次｠告 者 年令・性 異 物 侵入経路 臨 床 症 状 侵 入 機 転 結石合併 処 置

11939土 居17男 縫 針 経皮的

21939太 中 不 詳 弾 丸

31945荒 川・土井46男 鍼 針

41950山 婚38男 ガラス片

51%9福 田ら69女 鍼 針

"

"

〃

〃

61981稲 井ら31男 縫 針 腸管より

71981近 薩ら32男 鋼 線

81984Abeetal12女 ヘア ー ピン

左側腹部の

撰孔形域

銃創検査

血尿・左側腹部・

仙痛発作

血尿・左側腹部・

激痛

血尿・発熱・

膀胱刺激症状

血尿。右側腹部痛

2才時,原因不明で泣き叫ぶ,

その後g血 尿の既往あり

9ヵ 月前負傷

13ヶ月前に鍼治療

3年前広島にて被爆

30年前に鍼治療

4年前に縫針誤嘩

〃 血尿・右側腹部痛 不 明

・ 講 纏 精査 不 明

91965朴 ・友吉49女 鍼 針 経皮的 発熱。左腰背部痛15年 前より2年 間鍼治療

101986鍋 島ら40男 虫ビン 不 明 血尿・右側腹部痛 不 明

111987松 尾ら 田 女 鍼 針 経皮的 右腰痛・発熱

iz1987自 験例49男 鋼 纏 〃 異物精査

14年前に鍼治療

7日前就桑中異物刺入

異物摘除術

右腎摘除術

十 左腎摘除術

異物摘除術

十 異物摘除術

十 腎切石術

十

十

異物摘除術

右腎摘除術
腎十二指腸痩閉鎮

尿管切石術
異物は経過観察

異物摘除術
腎切石術

異物摘除術

異物摘除術

例は比較的多く,Bretlandの 上 部尿路異物66例 中17

例を占めている.こ の点についてBairdら16)は,針,

ピン,爪 楊子,ス トローを口にくわえる習慣の人々が

あること,お よび魚骨をのむことが普通に行われてい

るためと指摘している.ま た同時に彼らは本経路によ

る腎異物23例 を検討し,左 腎 が4例 であったのに対

し,右 腎が19例 と,右 側に多くみられたと述べ,左 腎

が脾蛮曲部の結腸とのみ接 しているのに対 し,右 腎は

結腸肝蛮曲のほか,十 二指腸下行脚とも隣接 している

ためと考察している.

経尿道的,上 行性の異物侵入例もきわめて少なく,

本邦では上行性に上部尿路へ迷入した異物は,自 慰行

為によるほうきぐさq>お よびささの芽is)などの植物が

2例,膀 胱外開口尿管内に毛髪が入った症例が 星例報

告されている.

異物の存在部位 として腎実質内が12例,腎 孟が9

例,尿 管が16例,お よび不明が1例 にみられてお り,

自験例を含めた腎実質内異物12例 の詳細は,Table2

に示 した.こ の うちの5例 は異物の一部が腎孟内にま

で及んでいた.腎 実質内異物の侵入経路としては経皮

的侵入が8例 で最も多く,腸 管よりの迷入が3例 みら

れ,他 の1例 は不明であった.ま たその種類としては

ガラス片および弾丸の各1例 を除き10例が鍼針,鋼 線

などの針状金属であった.腎 実質内異物の臨床症状と

しては,血 尿,側 腹部痛,発 熱などがみられるが,自

験例では患者が異物の刺入を自覚した以外に何の臨床

症状も示さなかった.ま た侵入機転としては自験例の

ごとく初診時にその侵入機転の明確なことはきわめて

稀で,異 物の迷入より診断までの期間は,自 験例で

は,受 傷後早期に受診し診断されたが,報 告 されてい

る症例では7ヵ 月から30年 と長期にわたっているもの

が多くみられた.

腎実質内異物の治療としては腎摘除術が3例 に行わ

れ,異 物のみを摘除する上部尿路保存術は自験例を含

め8例 に施行されている.ほ かに1例,結 石のみの摘

除で異物はそのまま放置されているものがみられた.

腎実質内異物ではその存在部位を明確にすることが,

非常に重要であると思われるが,CTで の異物の部位

決定が容易になされた自験例のように,今 後は異物が

CTな どの画像で簡単に確認されることにより,腎 を

保存 しての異物摘出はより容易になるであろう.

お わ り に

就業中の事故により,針 金が腎実質内に経皮的に刺

入したため来院し,CTな どにより早期に診断し,摘

出された49歳 男性の症例を報告し,腎 実質内異物を含

めた上部尿路異物について,若 干の文献的考察を加え

た.
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